
野洲市議会出前懇談会報告書 

開催日時 令和８年８月８日（土） 午前９時３０分～１１時３０分 

開催場所 コミセンきたの 研修室２ 

団体等の名称 野洲子ども議会実行委員会 

代表者 代表 大田千菜美 

懇談内容 
出前講座「市議会・議員の仕事ってなんだろう？」（田中陽介議員） 

出前懇談会 子ども議員と市議会議員で質問・意見交換 

参加人数 
子ども議員９人（小学５年～中学２年）、実行委員３人、保護者１人 

市議会議員５人、議会事務局２人、教育委員会学務課１人 

出席議員 
田中陽介（議会改革推進特別委員会委員長）、遠藤総一郎（同副委員長） 

東郷克己、益川教智、田中遼 

主な意見等 

 

 出前講座   ※別添プレゼン資料 

◎「市議会・議員の仕事ってなんだろう？」（田中陽介議員） 

 子ども議員が今後、市政について調査し、質問・提案を組み立てていく

ための基礎として、市議会と議員の役割、政策提案の考え方、調査の重要

性等について説明した。 

○主な講座内容 

・市議会の仕組みと議員の仕事について、市長（市役所）と市議会の役割

の違い、議会での議決・質問・調査・監視等の役割を説明した。 

・議員が一般質問等を通じて政策提案を行う際には、「なぜ必要なのか」

「何を目標にするのか」「どのような効果があるのか」を整理して考える

ことが重要である。 

・政策や提案を考える際には、自分の思いつきだけで結論を出すのではな

く、現状をしっかり調べ、関係する人の話を聴き、市役所の担当課や専門

家等にも確認することが大切である。 

・インターネットや AI 等から得られる情報は参考になる一方、一般論と

野洲市の実情が異なることもあるため、地域の現場や市の制度・担当課へ

の聞き取りを合わせて行う必要があることを伝えた。 

 

 出前懇談会／質問・意見交換  

◎子ども議員と市議会議員による質問・意見交換 

①議員自己紹介 

 出席議員５人が、それぞれ自己紹介を行い、議員として普段どのような

視点で市政課題に取り組んでいるかを紹介した。 

②子ども議員自己紹介 

 子ども議員は、名前・学年に加え、現在考えている提案や関心のあるテ



ーマについて紹介した。 

③市議会議員への質問 

 子ども議員から、議員の仕事、政策や質問をどのように考え、どのよう

に調べて作っているのかなどについて質問があり、各議員が自身の経験を

踏まえて回答した。 

 意見交換では、提案をつくる際には、まず自分が疑問に思ったことや身

近な困りごとを出発点とし、その課題が他の人にも共通するのか、実際に

どのような状況なのかを確認していくことが重要であることを共有した。 

 

④子ども議員から出された主なテーマ 

 子ども議員からは、次のようなテーマ・提案が出された。 

・駅前に、子どもだけでも利用しやすい飲食店や居場所をつくれないか。 

・道路の整備など、日常の移動や安全に関する環境を改善できないか。 

・公園にバスケットゴールを設置し、子どもがボール遊びやスポーツを楽

しめるようにできないか。 

・公園にネットやフェンスを設置し、ボールが外へ飛び出すことを防ぎな

がら、より安心して遊べるようにできないか。 

・楽器の練習などができる防音施設・防音スペースを設けられないか。 

・学校給食で、野洲市や滋賀県産の農産物などをさらに活用し、地産地消

を進められないか。 

・スポーツのできる場所を増やせないか。候補の一つとして野洲病院跡地

等を活用できないか。 

・季節や天候に関係なく過ごせるよう、各地域にクーラーの効いた児童館

や子どもの居場所をつくれないか。 

・子どもが放課後や休日に安全・安心に過ごせる居場所を増やせないか。 

 

➄テーマの整理と関連する調査先の検討 

 出されたテーマを「公園・スポーツ」「道路・安全」「子どもの居場所」

「学校・給食」「施設整備」などの分野に整理し、似たテーマについては

関連づけながら検討した。 

 特に、公園へのバスケットゴール設置とネット・フェンス設置は、いず

れも「公園で安全にスポーツやボール遊びができる環境」という共通点が

あるため、同じ公園管理の視点から調べることができるのではないかと整

理した。 

 また、「クーラーの効いた児童館等」と「子どもが安全に過ごせる居場

所」についても、子どもの居場所づくりという共通テーマとして、現在市

内にどのような施設・制度があるのかを確認した上で、必要な提案を考え

ることとした。 

 道路整備については、対象となる道路が市道・県道等のどの区分に当た

るかによって担当が異なるため、まず場所や管理者を確認する必要がある

こととした。 

 給食の地産地消については、現在の地元産食材の使用状況、仕入れの仕



組み、季節や供給量による制約などを調べる必要があることを確認した。 

 スポーツのできる場所や施設整備については、土地の利用計画、既存施

設の状況、整備費や維持管理、安全面など、実現に向けて確認すべき事項

が多いことから、担当課への聞き取りで現状と課題を把握することとし

た。 

 

⑥聞き取り・調査に向けた質問づくり 

 個人ワークシートを用い、各自のテーマについて「市民はどのようなこ

とで困っているのか」「今の野洲市ではどうなっているのか」「自分がま

だ分かっていないことは何か」「市役所のどの部署に何を聞けばよいか」

を整理した。 

 その上で、単に「つくってほしい」「やってほしい」と要望するだけで

なく、現状、利用者数、場所、費用、安全性、管理方法、既存制度、他の

候補地・方法などを具体的に質問し、事実を確認してから提案を組み立て

ることが大切であると確認した。 

 議員からは、担当課に聞く前に「自分が何を知りたいのか」を明確にし

ておくこと、回答を受けた後に「では何が課題なのか」「他にできる方法

はないか」と一段深く考えることが、良い質問・提案につながるとの助言

を行った。 

 

⑦第２回ミーティング／今回のゴールの共有 

 出前懇談会後、子ども議員がこれまで考えてきたテーマを整理し、今後

どこへ聞き取り・調査に行くか、何を質問するかを具体化する作業を行っ

た。 

 今回のゴールとして、①各自のテーマを確認・整理すること、②聞き取

り・調査を行う担当課や関係先を決めること、③具体的に聞きたい質問を

考えること、の３点を確認した。議員からはアドバイスを行った。 

 

⑧ まとめ・今後の予定 

 今回の出前懇談会を通じて、子ども議員が考えているテーマを具体化

し、提案をつくるためには、市の現状や制度を調べ、担当課や関係者から

直接話を聴くことが重要であることを共有した。 

今後は、各自が整理したテーマと質問案をもとに市役所の担当課等への

聞き取りを行い、その結果を踏まえて課題と解決策をさらに深め、子ども

議会での質問・提案につなげていくということである。 

子ども議員の身近な疑問や課題意識に触れ、議員の考え方や、行動を知

ってもらうことで有意義な懇談会となった。今後も本番まで市議会として

見守るとともに、議員有志での応援を継続していくこととして懇談会を終

了した。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



野洲市議会 出前懇談会＠野洲子ども議会

市議会・議員の仕事ってなんだろう？



市議会ってなんだろう？

市議会にはどんな人がいるのかな？ 野洲市議会は

選挙で選ばれた １８人の議員 でやってるよ。

みんなの意見をふまえて話し合
いをするためにこれだけの人数
がいるんだよ。（住民の代表）

なんでたくさん議員がいるの？



市議会の仕事ってなんだろう？

市長（市役所）と市議会の役割の違いは？

市長（市役所）

やることを考えて提案する。（予算をつくる）

決まったことを実際にやっていく。

市議会

提案されたことを話し合ってやるかどう
かを決める。

決めたことがちゃんとできているかを
チェックする。

二元代表制



議会は何ができるの？



議会はどうやって決めるの？

なぜやるのか？

なにを目標にやるのか？⇒質問して、理解する、議論する

どんな効果があるのか

それぞれが理解したことをふまえて、

話し合って→決める→議決

一番大事な役割は議決権→決める



政策提案も大切な仕事！
（子ども議会に近い内容）

議員は質問の時間を使っていろんなことを提案できるよ

（議案質疑、委員会質疑、一般質問、決議 等）

地域の人から聞い
た困りごとの解決
するアイデア

01

他のまちでよかっ
た取り組み

02

みんなが幸せにな
る新しいアイデア

03

いまある野洲市の仕
組みをもっとよくす
るアイデア

04



大切なことは…

しっかり調べること

専門家の声も聴いてみること

まちの人たちと話してみること

当事者と話してみること

市役所の人と話してみること



質問（提案）を取り入れてもらうには？



野洲市議会 出前懇談会＠野洲子ども議会

さあ、子ども議員のみなさんの想いを

提案（質問）にしてみましょう！


